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 奥入瀬渓流の現状 

昨年度からの主な改善内容 

〇シャトルバス利便性向上 

・焼山～休屋間のシャトルバス直通運行化 

・シャトルバス運行間隔２０～３０分 

・シャトルバスチケット車内販売実施 

 

〇来訪者の散策環境の快適性向上 

・ “快適トイレ”導入による渓流区間設置の仮設トイレグレード

アップ 

 

〇焼山・休屋地区周遊性向上 

・休屋地区１箇所を含む全４箇所にスタンプ台設置、全箇所

周遊者には帰宅時に特典を進呈するスタンプラリー開催 

 

等 

 

■実施概要 

奥入瀬渓流は、紅葉期など毎年たくさんの観光客が訪れる青森県を代表する観光地です。 
しかし、渓流のすぐ近くを道路が通っている事から、観光シーズンには多くのマイカーや観光バスの走
行・駐車により、『歩行者の安全性低下や渋滞の発生』 更には『車両の走行音により 「せせらぎの
音」などの自然音がかき消されている』といった状況が見られます。 

観光シーズンの混雑の様子 

この状況を少しでも改善するために2018年より「奥入瀬せせらぎ体感プロジェクト」を実施 
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【実施内容】  

 ◆日 時  

   2020年８月２５日（土）～２６日（日） 

               午前１０時～午後２時 

 ◆内 容 ： ①広域迂回のお願い（運送業対象） 

         ②通行自粛のお願い（全車両対象） 

シャトルバスを運行
焼山～休屋間

（20～30分間隔）

子ノ口

リストバンド提示で
商品割引などの特典

仮設トイレ
設置

ボランティアガイドによる案内
≪流れの名所体感コース≫
（石ヶ戸～雲井の滝）

ボランティアガイドによる案内
≪滝体感コース≫

（子ノ口～雲井の流れ）

・ 駐車場にマイカーを駐車
・ プロジェクト参加受付
・ シャトルバスやレンタサイクルに乗りかえ

焼山駐車場

奥入瀬渓流館
駐車場

P

P

P

休屋

リストバンド提示で
商品割引などの特典

焼山

せせらぎの音を守るため、
また渋滞解消のために、
運送業等への広域迂回の協
力をお願い

スタンプラリー
（焼山・石ケ戸・子ノ口・休屋）

参加者へ“SNSへの写真投稿”
を呼びかけ
（次年度チラシ等への写真活用）

８／２４（土）・２５（日）
両日共に１０：～１４：００

▼十和田西高観光科 

▼ＮＰＯ十和田奥入瀬 
郷づくり大学 



受
付 

焼山駐車場と奥入瀬渓流館駐車場の2か所で受付 

滝
体
感
コ
ー
ス 

NPO法人十和田奥入瀬郷づくり大学さんがボランディアガイドとして案内 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス 

プロジェクト期間中は焼山～子ノ口～休屋間でシャトルバスを運行 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

焼山・石ケ戸・子ノ口・休屋でスタンプラリーを開催。全地点スタンプを集
めた方には奥入瀬サイダー、ポストカードをプレゼント 

流
れ
の
名
所 

体
感
コ
ー
ス 

十和田西高等学校観光科の生徒さんがボランディアガイドとして案
内 

快
適
ト
イ
レ 

散策環境の快適性向上を目的に千筋の滝付近・銚子大滝付近に快適
トイレを設置（これまでは一般的な仮設トイレ） 

■実施状況 【8/24・25当日の様子】 
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くに 



■実施結果① プロジェクト参加者数・シャトルバス利用状況 

■プロジェクトの参加者数は２日間合計で430人。昨年度と比較すると参加者数は1.２倍に増加。 
■プロジェクトのリピーターは昨年度と比較すると6ポイント増加し、本プロジェクト３カ年継続による影響と考えられる。 
■シャトルバスの利用者は延べ852人であった。 

■バス停別利用状況をみると、石ケ戸～銚子大滝の区間で多く乗降、休屋地区のバス停利用者数は、シャトルバスの直
通運行、スタンプラリーの実施により昨年より大きく増加している。 

 

3 

▼実施日別プロジェクト参加者数 

207 

223 

195

200

205

210

215

220

225

8/24（土） 8/25（日） 

2019

（人） 2日間計：430人 

▼プロジェクトリピーター 

5.1% 

11.1% 

85.6% 

83.3% 

9.3% 

5.6% 

2018

2019

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昨年もプロジェクトに参加した 今回初めてプロジェクトに参加した 無回答 

n=108 

n=118 

6ポイントUP 

207

223

195

200

205

210

215

220

225

8/24（土） 8/25（日）

2019

（人） 2日間計：430人

5.1%

11.1%

85.6%

83.3%

9.3%

5.6%

2018

2019

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昨年もプロジェクトに参加した 今回初めてプロジェクトに参加した 無回答

n=108

n=118

6ポイントUP

▼シャトルバス日別延べ利用者数 

シャトルバスチケット販売状況 
（小学生以下無料） 

 
2日間計 332千円販売 
参考）シャトルバス運行経費 

1,600千円 

▼奥入瀬渓流をイメージしたアロマが香る
シャトルバスチケットを作成 

 
参加者の10人に 
１人はリピーター 



1,595  

927  
1,217  

27  

40  

18  

492  

399  

374  

59  

65  

66  

33  

72  

22  

113  

73  

114  

21  

20  

23  

2,340  

1,596  

1,834  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

8/17～8/18 8/24～8/25 9/7～9/8 

通常時① MM実施時 通常時② 

大型貨物 小型貨物 路線バス 観光バス レンタカー タクシー マイカー 

■実施結果② 交通実態調査結果（渓流区間通行量及び駐車車両） 
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■渓流区間におけるプロジェクト実施時間帯（10時-14時）のマイカーは927台で通常時に比べると約300～700台
減少、業務車両（小型貨物＋大型貨物）は93台で約40台減少している。 

■通行自粛時間帯における奥入瀬渓流区間の駐車車両状況は、石ケ戸駐車スペース、銚子大滝駐車スペースともに
減少傾向となっていない。 

 
▼惣辺交差点子ノ口断面 10時-14時交通量2日間合計（自動二輪を除く） 

プロジェクト時 

（台） 

▼惣辺交差点＿子ノ口断面 10時-14時 
             におけるマイカー・業務交通の削減状況 

区分 期間 交通量 変化量 
（プロジェクト時－通常時） 

削減率 
（変化量/通常時） 

マ
イ
カ
ー 

プロジェクト時 
8/24-8/25 

927台 － － 

通常時① 
8/17-8/18 

1,595台 668台減 41.9％減 

通常時② 
9/7-9/8 

1,217台 290台減 23.8％減 

業
務
車
両 

（
大
型
貨
物
＋
小
型
貨
物
） 

プロジェクト時 
8/24-8/25 

93台 － － 

通常時① 
8/17-8/18 

134台 41台減 30.6％減 

通常時② 
9/7-9/8 

137台 44台減 32.1％減 

▼ 奥入瀬渓流区間内駐車スペ－スの利用状況（2日間合計） 
 

544  

421  

422  

485  

420  

415  

1029 

841 

837 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

8/17～18 

8/24～25 

9/7～8 

駐車台数（台） 

通行自粛時間帯(10～14時) その他時間帯(7～10時、14～19時) 

＜石ヶ戸駐車スペース＞ 

＜銚子大滝駐車スペース＞ 

175 

132 

155 

163 

147 

151 

338 

279 

306 

0 100 200 300 400

8/17～18 

8/24～25 

9/7～8 

駐車台数（台） 

通行自粛時間帯(10～14時) その他時間帯(7～10時、14～19時) 

プロ
ジェク
ト時 

プロ
ジェク
ト時 

せせらぎ体感プロジェクトへご協力頂いた協会（敬称略・順不同） 

・青森県トラック協会   ・青森県バス協会   ・青森県タクシー協会 

・青森県レンタカー協会 ・秋田県トラック協会 ・秋田県レンタカー協会   



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
時 

20.1% 

30.8% 

36.3% 

40.6% 

40.3% 

69.0% 

54.7% 

52.8% 

39.6% 

0.1% 

9.0% 

6.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8/17（土）7時台 

8/17（土）9時台 

8/17（土）10時台 

8/17（土）11時台 

自動車音(阻害する音種) 自然環境音 その他 

8.1% 

12.4% 

13.3% 

17.8% 

91.9% 

83.9% 

79.2% 

78.6% 

0.0% 

3.8% 

7.5% 

3.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7時台 

9時台 

10時台 

11時台 

16.7% 

25.4% 

28.8% 

28.2% 

83.1% 

73.3% 

70.3% 

60.4% 

0.3% 

1.3% 

1.0% 

11.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8/24（土）7時台 

8/24（土）9時台 

8/24（土）10時台 

8/24（土）11時台 

自動車音(阻害する音種) 自然環境音 その他 

3.6% 

9.9% 

10.1% 

13.5% 

95.3% 

87.8% 

88.9% 

80.7% 

1.1% 

2.4% 

1.0% 

5.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7時台 

9時台 

10時台 

11時台 

■実施結果③ 音環境調査結果 
■「阿修羅の流れ」・「千筋の滝付近」ともに、通行自粛時間帯である10時台、11時台においては自然環境音の出現
割合が高まっている。 

■特に、 「千筋の滝付近」での高まりが顕著であり、自動車通行量削減により最大15ポイントの改善が見られる。 
■通行車両が少ない７時台においては、自然環境音が出現割合が高くなっている。通行車両の増加に伴い、自動車音
の割合が高くなり、自然環境音の出現割割合が低くなっている。 

▼音種区分別出現頻度の比較＜千筋の滝付近＞ 

通
行
自
粛
時
間
外 

通
行
自
粛
時
間
帯 

通
行
自
粛
時
間
外 

▼音種区分別出現頻度の比較＜阿修羅の流れ付近＞ 

15ポイントUP 

7ポイントUP 

10ポイントUP 

2ポイントUP 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
週 

※その他の主な内容は“人の声”、“人の足音”、“自転車走行音”等 

※ 

※ 

両地点のせせらぎ音の大きさは「阿修羅の流れ 65~68dB」、「千筋の滝
53~55dB」。自動車音等の影響を受けにくいのはせせらぎ音の大きい阿修羅の
流れであり、そのため効果量も千筋の滝と比較し少ない傾向。 
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
時

20.1%

30.8%

36.3%

40.6%

40.3%

69.0%

54.7%

52.8%

39.6%

0.1%

9.0%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8/17（土）7時台

8/17（土）9時台

8/17（土）10時台

8/17（土）11時台

自動車音(阻害する音種) 自然環境音 その他

8.1%

12.4%

13.3%

17.8%

91.9%

83.9%

79.2%

78.6%

0.0%

3.8%

7.5%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7時台

9時台

10時台

11時台

16.7%

25.4%

28.8%

28.2%

83.1%

73.3%

70.3%

60.4%

0.3%

1.3%

1.0%

11.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8/24（土）7時台

8/24（土）9時台

8/24（土）10時台

8/24（土）11時台

自動車音(阻害する音種) 自然環境音 その他

3.6%

9.9%

10.1%

13.5%

95.3%

87.8%

88.9%

80.7%

1.1%

2.4%

1.0%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7時台

9時台

10時台

11時台

▼音種区分別出現頻度の比較＜千筋の滝付近＞

通
行
自
粛
時
間
外

通
行
自
粛
時
間
帯

通
行
自
粛
時
間
外

▼音種区分別出現頻度の比較＜阿修羅の流れ付近＞

15ポイントUP

7ポイントUP

10ポイントUP

2ポイントUP

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
週

※その他の主な内容は“人の声”、“人の足音”、“自転車走行音”等

※

※

両地点のせせらぎ音の大きさは「阿修羅の流れ 65~68dB」、「千筋の滝
53~55dB」。自動車音等の影響を受けにくいのはせせらぎ音の大きい阿修羅の
流れであり、そのため効果量も千筋の滝と比較し少ない傾向。



■実施結果④ 参加者アンケート（居住地・認知媒体・参加理由） 
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■プロジェクト参加者の居住地割合は、青森県内・県外がほぼ半数であり、県外のうち約7割は関東圏、県内は青森市
が最も多く、次いで弘前市である。 

■プロジェクトの参加動機は「シャトルバスの運行」が半数以上、「快適な散策環境」も約4割を占める。 

▼全プロジェクト参加者の居住地 
▼プロジェクト参加者の認知媒体 

53.7% 

45.4% 

0.9% 

青森県内 青森県外 無回答 

n=108 

26.7% 

6.7% 

10.0% 

6.7% 

41.7% 

16.7% 

6.7% 

3.3% 

0% 50% 100%

奥入瀬せせらぎ体感ＨＰ 

奥入瀬せせらぎ体感SNS 

道路情報板 

ラジオ 

広報用パンフレット・ポスター 

新聞 

その他 

無回答 n=60 
MA=71 
 

27.8% 

43.5% 

33.3% 

63.0% 

3.7% 

3.7% 

24.1% 

1.9% 

22.2% 

0.9% 

2.8% 

0.0% 50.0% 100.0%

奥入瀬渓流の環境保全に少しでも役立ちたい 

普段より良い環境で奥入瀬を満喫できると思ったから 

車で来ると、奥入瀬渓流区間を散策できないから（今… 

シャトルバスが運行されているから 

トイレが増設され安心・快適に散策できるから 

スタンプラリーに参加したかったから 

ボランティアガイドと散策したかったから 

奥入瀬源流水などの商品割引が魅力だから 

「奥入瀬せせらぎ体感プロジェクト」というイベント自体に… 

その他 

無回答 

n=108 
MA=245 
 

▼プロジェクト全参加者の参加理由 

シャトルバスの運行が
半数以上を占める 

53.7% 

45.4% 

0.9% 

青森県内 青森県外 無回答 

n=108 

8.2% 

69.4% 

8.2% 

10.2% 

2.0% 2.0% 

東北 関東 中部 近畿 四国 九州 

n=49 

広報用パンフレッ
ト・ポスターが4割
以上を占める 

県外居住者 
内訳 

2017 
2019.5 

青字：取り組み開始年度、広報用パンフレット・ポスターは現デザイン導入時 赤字：2019年実施時期 

▼関東居住者の旅行検討時期、認知していた方のプロジェクト認知媒体 

44.4% 

44.4% 

11.1% 

1ヶ月以上前 前日 当日 

n=9 

22.2% 

11.1% 

11.1% 

0.0% 

77.8% 

0.0% 

11.1% 

0% 50% 100%

奥入瀬せせらぎ体感ＨＰ 

奥入瀬せせらぎ体感SNS 

道路情報板 

ラジオ 

広報用パンフレット・ポスター 

新聞 

その他 n=9 
MA=12 
 

約4割が車の少ない
環境を望んでいる 

青字：取り組み開始年度、広報用パンフレット・ポスターは現デザイン導入時  赤字：2019年実施時期 

2018 
2019.6 

2017 
2019.8 

2017 
2019.8 

2018 
2019.7 

2017 
2019.8 

2017 
2019.5 

2018 
2019.6 

2017 
2019.8 

2017 
2019.8 

2018 
2019.7 

2017 
2019.8 

プロジェクトに対する参加者の声（一部抜粋） 

感想 意見・要望 

車の騒音がなく、せせらぎの音を感
じることができた。 

もっとアナウンスすると良いです。今
回の旅行前、webで調べたけれど
まったく知らなかった。 

高校生から元気をもらえてよかった
です。車が少ないと安心して歩けま
す。 

広告が足りない。 

ー 2日間だけではなく、日数を多めに。
9月の連休にやるのも良いのでは。 

東北 

8.2% 

関東 

69.4% 

中部 

8.2% 

近畿 

10.2% 

四国 

2.0% 

九州 

2.0% 

n=49 
青森市 

32.2% 

弘前市 

18.6% 
十和田市 

16.9% 

八戸市 

10.2% 

その他 

22.0% 

n=59 

▼県外、県内居住地の内訳 



■実施結果⑤ 一般散策者（参加者以外）アンケート 
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■一般散策者の約3割が青森県内、県外が7割以上を占め、関東からの来訪が5割を占めている。 
■せせらぎ体感プロジェクトの認知度は、県内客で40％、県外客20％、全体で25％、昨年度より上昇している。 
■プロジェクト賛同理由は「奥入瀬の環境保全」が最も多く、一方で、賛同しない理由は、小さい子供や高齢者が同伴
者にいるからが３割以上を占める。 

▼回答者の居住地 

26.9% 

73.1% 

0.0% 

青森県内 青森県外 無回答 

n=186 

県外客が 
7割以上 

4.4% 

19.1% 

50.0% 

7.4% 

11.8% 

1.5% 
2.2% 

0.7% 
2.9% 0.0% 

北海道 東北 関東 中部 近畿 

中国 四国 九州 その他 無回答 

n=136 

関東からの 
来訪が5割 

▼プロジェクトの認知度 

40.0% 

19.9% 

25.3% 

60.0% 

80.1% 

74.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青森県在住 

青森県外在住 

合計 

知っていた 知らなかった 

n=50 

n=136 

n=186 

県内客4割、県外客2割 

▼プロジェクトへの賛同意向 

65.6% 

11.8% 

16.1% 

2.2% 4.3% 0.0% 

賛同する どちらかというと賛同する 

どちらでもない どちらかというと賛同しない 

賛同しない 無回答 

n=186 

▼プロジェクトへ賛同する理由 ▼プロジェクトへ賛同しない理由 

73.6% 

48.6% 

22.2% 

18.1% 

13.2% 

2.1% 

3.5% 

0.7% 

4.9% 

12.5% 

0.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

奥入瀬渓流の環境保全に少しでも役立ちたい 

普段より良い環境で奥入瀬を満喫できると思ったから 

車で来ると、奥入瀬渓流区間を散策できないから … 

シャトルバスが運行されているから 

トイレが増設され安心・快適に散策できるから 

スタンプラリーに参加したかったから 

ボランティアガイドと散策したかったから 

奥入瀬源流水などの商品割引が魅力だから 

「奥入瀬せせらぎ体感プロジェクト」というイベント … 

その他 

無回答 
n=144 
ＭＡ＝287 

16.7% 

25.0% 

16.7% 

8.3% 

8.3% 

0.0% 

33.3% 

0.0% 

25.0% 

0.0% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

次の予定が決まっているから 

ここから歩くのは無理だから 

シャトルバス・レンタサイクルは有料だから 

奥入瀬渓流を散策する時間がないから 

奥入瀬渓流迂回ルートを知らないから 

交通規制ではないので通る権利がある… 

小さい子供や高齢者が同行者にいるから 

車いす利用者が同行者にいるから 

その他 

無回答 
n=14 
ＭＡ＝16 

7割以上が 
プロジェクトに賛同 

「奥入瀬の環境保全」
が7割以上 

小さな子供や高
齢者同伴者は賛
同が難しい傾向 

26.9% 

73.1% 

0.0% 

青森県内 青森県外 無回答 

n=186 

北海道 

4.4% 

東北 

19.1% 

関東 

50.0% 

中部 

7.4% 

近畿 

11.8% 

中国 

1.5% 

四国 

2.2% 九州 

0.7% 

その他 

2.9% 

無回答 

0.0% 

n=136 

参考H30 
認知度 

36.7％ 
 
 
 

9.0％ 
 
 
 

15.4％ 
 

・駐車場がない 
・歩くのが難しい 
・自分のペースで移動して
写真を撮りたい 
・他の観光地につながる道
路を通れないのは嫌だ 
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■外国人旅行者の国籍は台湾が7割以上、個人旅行の形態が多い傾向となっている。 
■プロジェクトの認知度は8割以上が知らなかったとの回答であったが、7割以上がプロジェクトに賛同している。 

▼外国人旅行者の国籍 ▼ツアー形態 

▼プロジェクト認知度 

70.8% 

18.1% 

8.3% 

1.4% 

1.4% 

0% 20% 40% 60% 80%

台湾 

中国 

米国 

香港 

その他 n=72 

▼プロジェクトへの賛同意向 

▼プロジェクト実施時の再訪意向 

▼再訪時の楽しみ方 

66.7% 

11.1% 

15.3% 

1.4% 5.6% 0.0% 

賛同する どちらかというと賛同する 
どちらでもない どちらかというと賛同しない 
賛同しない 無回答 

n=72 

5.6% 

31.9% 

62.5% 

0.0% 

地域や職場、学校等の団体旅行 

パッケージツアー 

ツアーは利用していない（個別手配） 

無回答 

n=72 

19.4% 

80.6% 

0.0% 

知っていた 知らなかった 無回答 

n=72 

台湾が7割以上と顕著 

個人旅行が６割以上 

59.7% 13.9% 

23.6% 

0.0% 2.8% 0.0% 

とても来たい 来たい 

どちらでもない 来たくない 

全く来たいと思わない 無回答 

n=72 

88.7% 

5.7% 
5.7% 0.0% 

歩いてみたいと思う 見どころまで車で行きたい その他 無回答 

n=53 

7割以上が 
プロジェクトに賛同 

7割以上が再訪意向 

約9割が歩いて
みたいと回答 


